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須
藤
誠
也
前
県
議
会
議
員
の
辞
職
に
伴
う
新
潟
県

議
会
議
員
十
日
町
市
選
挙
区
補
欠
選
挙
は
、
十
二
月

三
日
に
告
示
さ
れ
、
十
二
月
十
二
日
投
票
が
行
わ
れ

ま
す
。
県
政
を
託
す
県
民
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
、

正
し
い
判
断
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

聯
選
　
挙
　
権
　
は
磯

　
国
、
県
、
市
い
ず
れ
の
選
挙
に
お
い

て
も
、
選
挙
権
を
有
す
る
条
件
と
し
て

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

②
投
票
日
現
在
で
満
二
十
歳
以
上
で

　
あ
る
こ
と
”
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

　
十
三
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

③
公
職
選
挙
法
第
十
一
条
に
定
め
る

　
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
選
挙
の
種

類
に
よ
っ
て
異
な
る
住
所
要
件
が
あ
り
、

今
回
の
選
挙
で
の
転
入
者
、
転
出
者
の

選
挙
権
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鞍

転
入
者
の
選
挙
権
撚

　
九
月
三
日
以
降
に
市
外
（
県
内
外
問

わ
ず
）
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
は
、
選

挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
（
十
二
月
二
日
）

現
在
、
「
引
き
続
き
三
か
月
以
上
当
該
市

町
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
者
」
と
い
う
登
録
資
格
条
件
を
満

た
さ
な
い
の
で
、
今
回
の
選
挙
の
投
票

は
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

雛
転
出
者
の
選
挙
権
薦

■
県
外
へ
の
転
出
者

　
十
二
月
十
二
日
の
投
票
日
ま
で
に
県

外
に
転
出
し
た
人
は
、
選
挙
権
が
あ
り

ま
せ
ん
。

■
県
内
へ
の
転
出
者

　
九
月
三
日
以
降
県
内
の
市
町
村
に
転

出
し
た
人
は
、
十
日
町
市
の
旧
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
転
出
先
の
市
町
村
長

の
「
引
き
続
き
県
の
区
域
内
に
住
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
す
る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

難
市
内
転
居
者
の
投
票
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沸

　
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
投
票
所
入
場
券

は
、
十
一
月
二
十
五
日
現
在
の
住
民
基

本
台
帳
の
住
所
に
基
づ
い
て
作
成
し
て

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
十
一
月
二

十
六
日
以
降
の
市
内
転
居
者
は
、
旧
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

轡
不
在
者
投
票
臨

　
投
票
日
に
旅
行
、
出
張
、
入
院
、
出

産
な
ど
、
次
の
や
む
を
得
な
い
事
情
の

た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
自
分
が
投
票
す
る
投
票
所
の
区
域

　
外
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
で

　
あ
る
場
合
．

②
や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
、
市

　
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る

　
場
合
。

③
病
気
、
負
傷
、
出
産
な
ど
の
た
め
、

　
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
。

■
期
　
間

　
十
二
月
三
日
働
（
告
示
日
）
か
ら
十

　
二
月
十
一
日
ω
（
投
票
日
の
前
日
）

　
ま
で
。

■
時
　
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
。
（
昼
休
み
、
土
曜
日
の
午
後
も
受

け
付
け
ま
す
）

■
場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
選
挙
事
務
室

■
持
参
す
る
も
の

印
鑑
と
入
場
券
（
手
元
に
届
い
て
い

な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

■
入
院
ま
た
は
入
所
中
の
人

県
の
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

　
の
施
設
に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、

そ
の
病
院
や
施
設
で
投
票
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。
病
院
な
ど
の
職
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
人

出
稼
ぎ
の
た
め
市
外
で
生
活
し
て
い

る
人
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
投
票
日
ま
で

　
に
そ
の
投
票
が
到
達
し
な
い
と
無
効

　
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
投
票

　
用
紙
の
請
求
（
告
示
日
前
で
も
請
求

　
は
で
き
ま
す
）
は
、
郵
送
に
か
か
る

　
日
数
を
考
慮
し
て
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。



欝
郵
便
に
よ
る
投
票
轟

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
重
度
の
障
害

の
あ
る
方
は
「
郵
便
に
よ
る
自
宅
の
投

票
」
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
「
郵
便

投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
、
該

当
さ
れ
る
方
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、

交
付
の
日
か
ら
四
年
間
で
す
の
で
、
期

限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
再

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ψ
代
理
投
票
轟

指
先
や
腕
の
ケ
ガ
、
失
明
な
ど
身
体

の
故
障
や
文
盲
の
た
め
候
補
者
の
氏
名

を
自
書
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、

投
票
補
助
者
が
選
挙
人
の
指
示
す
る
候

補
者
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
。

て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

響
点
字
投
票
轟

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
日
、
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

響
投
票
時
間
轟

　
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

六
時
ま
で
で
す
。
投
票
所
に
よ
っ
て
は
、

閉
鎖
時
刻
を
四
時
ま
た
は
五
時
に
変
更

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
入
場

券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

響
入
場
券
を
確
認
礁

　
入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ
ん

を
通
じ
て
十
二
月
五
日
頃
ま
で
に
お
届

け
し
ま
す
。
投
票
所
の
場
所
、
閉
鎖
時

刻
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票
で

き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

十
凪
町
市
長
選
挙
開
票
結
果

11

月
21
日
投
票

・
開
票

㊥
本
田
欣
二
郎
（
無
・
新
）
一
七
、
o
二
九
票

須
藤
誠
也
（
無
・
新
）
一
三
、
四
三
七
票

■
当
日
有
権
者
数

■
投

■
棄

■
投

□
無

票
者
権
者
票

効率数数

三
四
、
五
八
六

三
〇
、
七
四
二

　
三
、
八
四
四

八
八
・
八
九
％

　
　
二
七
六

　∞

社
会
福
祉
功
労
で
厚
美
臣
表
盈

　　　なるみ
松井愛美さん
（本町西1・63歳）

　
松
井
さ
ん
は
、
長
き
に
わ
た
り
幼
児

保
育
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
十
一
月
十
二
日
働
東
京
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
「
命
を
大
切
に
す
る
、
人
格
を
重
じ

る
子
供
の
心
を
愛
を
持
っ
て
育
て
る

こ
と
が
保
育
の
使
命
」
と
語
る
松
井
さ

ん
は
、
昭
和
三
十
年
父
母
が
礎
を
築
か

れ
た
十
日
町
幼
児
園
の
園
長
に
就
任
。

以
来
三
十
八
年
間
、
幼
児
教
育
の
充
実

と
教
育
環
境
の
向
上
に
努
め
て
こ
ら
れ
、

こ
の
間
、
山
本
愛
泉
保
育
園
の
創
設
や

県
私
立
保
育
連
盟
理
事
を
は
じ
め
要
職

を
数
か
ず
歴
任
。
「
ひ
た
す
ら
走
り
続
け

た
感
が
あ
り
ま
す
。
受
賞
は
、
園
を
支

え
て
く
れ
る
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
来

年
、
園
は
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
お
祝
い
を
先
に
い
た
だ
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
る
松
井
さ

ん
は
、
屈
指
の
平
和
運
動
家
と
し
て
も

知
ら
れ
、
命
の
尊
さ
を
訴
え
、
原
水
爆

禁
止
運
動
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

7
越
し
た
左
官
籠
藁
知
蓑
鑑

大熊末二さん
　（塚田・71歳）

　
大
熊
さ
ん
は
、
卓
越
し
た
左
官
職
人

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
十
日
町
左
官
同

業
組
合
に
貢
献
さ
れ
、
十
一
月
二
日
㈹

県
庁
で
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昭
和
十
一
年
十
四
歳
で
左
官
職
に
就

き
、
こ
の
道
一
筋
に
五
十
年
。
三
十
年
頃

か
ら
組
合
長
や
理
事
長
、
平
成
三
年
四

月
か
ら
は
相
談
役
と
し
て
組
合
の
運
営
・

発
展
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
を
押
し

つ
け
た
だ
け
」
と
謙
そ
ん
す
る
大
熊
さ

ん
は
、
復
員
後
ソ
連
で
学
ん
だ
技
術
方

式
を
取
り
入
れ
、
独
自
で
蛇
腹
の
置
き

引
き
工
法
を
開
発
。
小
舞
ラ
ン
マ
、
丸

窓
、
す
み
切
窓
な
ど
几
帳
面
引
き
、
白

研
き
、
黒
研
き
、
石
膏
の
蛇
腹
引
き
、

中
心
飾
り
の
置
き
引
き
な
ど
の
技
術
を

指
導
し
、
後
継
者
育
成
と
技
術
革
新
に

大
き
な
功
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
三
十
一
人
余
り
の
弟
子

を
養
成
し
て
き
た
大
熊
さ
ん
。
受
賞
を

機
会
に
も
う
一
度
組
合
の
た
め
頑
張
り

た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
社
会
福
祉

，
協
議
会
が
全
国
社
会

　
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
積

極
的
な
社
協
活
動
が
認
め
ら
れ
、
十
一

月
十
二
日
東
京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
社

会
福
祉
大
会
で
、
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
昭
和
二
十
九
年
設
立
。

以
来
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
特
に
、
最
近
で
は
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア

事
業
を
導
入
し
、
在
宅
福
祉
活
動
を
ね

ら
い
と
し
た
地
区
福
祉
会
の
設
立
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

平成5年11月25日3とおガ詐お
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お知らせします
ご理解をいただくために国と比較しながら、次のとお
り市職員・十日町地域広域事務組合職員・十日町市川、

西町衛生施設組合職員の給与をお知らせします。

圖職員手当の状況

区分 十日町市 国

圏

団平成4年度人件費の状況（普通会計決算）

勤
勉
手
当

期
末
手
当

退

職

手

当

（4年度支給割合）

　期末手当勤勉手当
6月期1．6月分0．6月分
12月期2．1月分0．6月分
3月期0．55月分　　一
計　4．25月分　1．2月分

（支給率）自己都合　勧奨・定年

勤続20年21．0月分28．875月分
勤続25年33．75月分44．55月分

勤続35年47．5月分62．7月分
最高限度額60．0月分62．7　月分

4年度129万　2，087万
1人当たり
平均支給額　　4’000円　　9’000円

その他の定年前早期退職特例措置

加算措置　（2％～20％加算）

退職時1～2号
特別昇給特別の勧奨退職者1号

（4年度支給割合）

　　　期末手当勤勉手当
6月期1．6月分0．6月分
12月期2．1月分0．6月分
3月期0．55月分　　一
計　4．25月分　1．2月分

（支給率）自己都合　勧奨・定年

勤続20年21．0月分28．875月分
勤続25年33．75月分44．55月分

勤続35年47．5月分62．7月分
最高限度額60．0月分62．7　月分

その他の定年前早期退職特例措置

加算措置　（2％～20％加算）

退職時　　　　20年以上勤続者1号俸
特別昇給

住民基本台帳人口

（平5．3．31）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B／A）
参3年度の
き人件費率

45，813人 160億8，158万円
3億

5，747万円
28億
1，716万円

17．5％ 18．7％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成5年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数
（A）

給　　　　与　　　　費 1人当たり給

与費（B／A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

　人
383

13億6，289万

　9，000円

2億1，979万

　6，000円
6億7，430万円

22億5，699万

　5，000円
589万
　2，937円

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。

　　2．給与費は当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支

　給された平均額です・　　　　　　　　　　　　（平成5．4．睨在）図職員の初任給の状況

（平成5．4．1現在）

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

十日町市 298，200円 40．8歳 262，800円 49．8歳

国 284，003円 38．7歳 262，560円 47．9歳

（平成5．4．1現在）

区分 内　　　　　容 国の制度と比較

区　　分
十日町市 国

扶
養
手
当

配偶者……・……・………9…………∴・…・…・・…16’000円

配偶者以外の扶養親族のうち2人…………各5，500円
ただし、配偶者のいない職員の場合には、
　　　　扶養親族のうち1人は……・…・一H，000円
その他の扶養親族1人につき…………・…・…・1，000円

同　じ

決定初任給
採用2年経過後

　給料額
初任給

採用2年経過後

　給料額

一　般

行政職

大学卒 161，400円 174，600円 161，400円 174，600円

高校卒 131，900円 141，000円 131，900円 141，000円

住
居
手
当

〈借家〉月額12，000円を超える家賃を支払っている職員

　　　に対し負担している家賃の額に応じて最高26，
　　　000円（家賃が53，000円以上の場合）まで支給。

〈持家〉1，000円　ただし、住宅を新築・購入した場合

　　　5年間は2，500円

同　じ

圖職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　（平成5．4．1現在）

区　分
経験年数7年以上

　m年未満
経験年数10年以上

　15年未満

経験年数15年以上

　20年未満

一　般
行政職

大学卒 212，200円 250、100円 297，900円

通
勤
手
当

〈交通機関利用者＞負担している運賃の額に応じて

　　　　　　　　　　最高50，000円まで支給。
〈交通用具使用者〉片道の使用距離に応じ、2，000円（2

　　　　　　　km以上5km未満）から最高20，900円
　　　　　　　（片道40km以上）まで支給。

同　じ

高校卒 180，100円 211，700円 261，200円

技能労務職 高校卒 182，200円 200，400円

（注）1．経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採

　　　用後の年数をいいます。
　　2．空欄は、該当職員がいないためです。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　（平成5．4．1現在）

特　殊

勤　務

手　当
（4年度）

区　　　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 40．0％ 区分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

支給対象職員1人当たり平均支給年額 24，354円 8級 部長・参事・課長 13 4．0

手　当　の　種　類　　（手当数） 15 7級 課長・参事・課長補佐 22 6．8

代表的な手当の名称
税務手当、保育手当、社会

福祉手当、用地交渉手当

6級 課長補佐・係長 32 9．9

5級 係長・副参事・主査 57 17．7

4級 主　　　・　　　査 Il5 35．8

時間外

勤　務

手　当

3年度
支　　給　　総　　額 9，198万1，000円

3級 主　事　・　技　師 37 口．5
職員1人当たり支給年額 232，200円

2級 主　事　・　技　師 31 9．6

4年度
支　　給　　総　　額 9，700万5，000円

1級 主　事　・　技　師 15 4．7
職員1人当たり支給年額 255，200円

計 322 100．0

回特別職の給料等の状況 （平成5．4．1現在）

圖職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成5．4．1現在）

（注）1．経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合には、採

　　　用後の年数をいいます。
　　2．空欄は、該当職員がいないためです。

囹一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　（平成5．4．1現在）

区　　分 給料等月額 期末手当
　●　　　　　一冒』一　　　　　　『　　　J　　　　J71　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　≡覗　　　　　　　　　つゴ、　　　　　　『肌　　　　　　　　　0

　3．職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。　　’

國昇給期間短縮の状況（普通会計）

給　料

市　長
助　役
収入役
教育長

834，000円

650，000円

593，000円

593，000円

（4年度支給割合）

6月期　1．6月分

12月期　2．1月分

3月期　0．55月分

計　　4．25月分

区　　　　分 合　　計 一般行政職 技能労務職

4
年
度

職　員　数　（A） 379人 316人 63人

報　酬
議　長
副議長
議　員

380，000円

307，000円

291，000円

普通昇給期問（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（B）

59人 39人 20人

比　　率　（B／A） 15．6％ 12．3％ 31．7％

（注）1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
　　3．職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。　　’

國昇給期間短縮の状況（普通会計）

4



を
　地方公務員の給与・退職手当等については、国や県・

他市町村をはじめ地域の民間事業所などと均衡を図る
ように定められています。そこで、市民の皆さんの　／

区　分

衛　　　生　　　施　　　設　　　組　　　合 団平成4年度人件費の状況（普通会計決算）

一　　般　　行　　政　　職 区　分
圏域内基本台帳

人口（5，3，31）

歳出額
（A） 実質収支

人件費
（B）

人件費率
（B／A）

参3年度の
琶人件費率

標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％）

広域事務組合 74，390人 10伽2万円 3、005万円
6億7，871万

　5，000円
67．9％ 64．5％

7　級 局　　長　　・　　次　　長 2 14．3

6　級 係　　　　　　　　　　長 1 7．1
衛生施設組合 54，578人

28億3，235万

　7，000円

5，162万
3，000円

臆4，540万

　9，000円
5．1％ 17．7％

5　級 係　　長　　・　主　　査 2 14．3

4　級 主　　　　　　　　　　査 7 50．1
（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成5年度職員給与費の状況（普通会計予算）
3　級 技　　　　　　　　　　師 一 一

2　級 技　　　　　　　　　　師 1 7．1

区　分
職員数
（A）

給　　　与　　　費 1人当たり

給与費

（B／A）1　級 技　　　　　　　　　　師 1 7．1 給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

計 14 100．0
広域事務組合 90人

3億2，182万

　2、000円

7，964万

　6，000円

臆5，515万

　7，000円

5億5，662万

　5，000円
618万
4，722円

囹昇給期間短縮の状況（普通会計）　　　　　　（平成4年度） 衛生施設組合 23人
7，793万

　3、000円

2、400万

　3，000円

3，921万

5，000円

臆4，肪万
　1，000円
613万
7，000円

区　　分 合計 一般行政職 技能労務職 消防職
（注）1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況　（平成5．4．睨在）広
域
事
務
組
合

職員数（A） 　人
85

　人
85

普通昇給期問（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）
　人
H

　人
口

区　分
一般行政職 技能労務職 消　　防　　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

比率（B／A）
　　％
12．9

　　％
12．9 広域事務組合 363，300円 52．0歳 297，586円 39．0歳

衛
生
施
設
組
合

職員数（A） 　人
22

　人
13

　人
9

衛生施設組合 295，600円 41．1歳 250、455円 47．0歳

国 284，003円 38．7歳 262，560円 47．9歳 298，330円 39．1歳

普通昇給期問（12～24月）を短

縮して昇給した職員数（B）
　人
5

　人
2

　人
3

（注）1．消防職について国は、公安職（1〉で掲載してあります。

図職員の初任給の状況　　　　　　　　　　（平成5．4．1現在）

比率（B／A）
　　％
22．7

　　％
15．4

　　％
33．3

区　分

広域事務組合 衛生施設組合 国

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当

は、市職員と同額のため省略いたします。

初任給
操用2年経過

後給料額
初任給

採用2年経過

後給料額 初任給
採用2年経過

後給料額

一般
行政職

大卒 161，400円 174，600円 161，400円 174，600円 161，400円 174，600円

特殊勤

務手当
（4年度）

区　　　分 広域事務組合 衛生施設組合 高卒 131，900円 141，000円 131，900円 川、000円 131，900円 141，000円

職員全体に占める手当支給職員の割合 100％ 100％
消防職

大卒 178，900円 194，800円 178，900円 194，800円

支給対象職員1人当たり平均支給年額 30，633円 H8，200円 高卒 148，900円 161，800円 148，900円 161，800円

手当の種類（手当数） 4 4 圖級別職員数の状況 （平成5．4．1現在）

代表的な手当の名称

緊急車運転手当、

災害出動手当、

夜問消防手当等

清掃手当、

危険手当等
区
分

広　　域　　事　　務　　組　　合

消　　　防　　　職 一般行政職
標準的な職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

標準的な
職務内容

職員数
（人）

構成比
（％）

時問外

勤　務

手　当

区　　　分 広域事務組合 衛生施設組合

3
年
度

支　　給　　総　　額 1，043万8，426円 401万9，700円
7級 消防監・消防長 1 1．1

一 一 一
職員1人当たり支給年額 135，563円 182，700円

4
年
度

支　　給　　総　　額 959万2，754円 310万8，400円 6級 司令長・次長・署長・課長 3 3．4 一 一 一

職員1人当たり支給年額 124，581円 148，000円

5級
司令・次席・課長補佐・

小隊長・分遣所長
10 ll．2 係　　長 1 100．0

回特別職の報酬 4級
司令補・係長・分遣
所副所長 9 10．1 一 一 一

区　　分 報酬年額 区　　分 報酬年額
3級 士長・主任・分隊
長・副分隊長

29 32．6 一 ｝ 一

職
　
　
　
名

管　理　者 32，000円

職
名

十日町市消防団長 81，000円

副管理者 30，000円 〃副団長 59，000円 2級 副士長・副分隊長 17 19．1 一 一 一
収　入　役 30，000円 〃　分団長 48，000円

1級 消　　防　　士 20 22．5 一 一 一議　　　長 32，000円 〃　副分団長 35，000円

副　議　長 30，000円 〃　部　長 29，000円
計 89 100．0 1 100．0

議　　　員 30，000円 〃　班　　長 20，500円

一 一 〃　団　員 14，500円
（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

囹昇給期間短縮の状況（普通会計） （平成4年度）

■期末手当・勤勉手当・退職手当・扶養手当・住居手当・通勤手当

は、市職員と同額のため省略いたします。

回特別職の報酬

団平成4年度人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成5年度職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）1．職員手当には、退職手当を含みません。

　　2．給与費は、当初予算に計上された額です。

回職員の平均給料月額および平均年齢の状況

（注）1．消防職について国は、公安職（1〉で掲載してあります。

図職員の初任給の状況

圖級別職員数の状況

（平成5．4．1現在）

（平成5．4．1現在）

（平成5．4．1現在）

（注）1．当組合の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

5盈rお∬』”r　平成5年11月25日



…陰ヨレ　
口
d

館）

12月1目から使用ができます

総
事
業
議
鍵
．
麟
鰻
螢

　
　
　
　
　
　
万
円
鷹
壌
簗

　
十
日
町
市
公
民
館
（
本
館
）
の
増
築

工
事
が
完
成
し
、
十
二
月
一
日
か
ら
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
増
築

部
分
は
市
民
会
館
の
裏
側
で
、
総
工
費

九
千
万
円
を
投
じ
て
六
月
に
着
工
し
、

十
一
月
二
十
五
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
施
設
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ニ
階
建
て
で
一
階
は
約
一
八
六
平

方
材
、
二
階
は
約
一
六
〇
平
方
材
、
延

床
面
積
約
三
四
六
平
方
層
。
一
階
の
第

一
研
修
室
に
は
洗
面
台
や
ト
イ
レ
、
第

二
研
修
室
は
十
畳
の
和
室
で
、
仕
切
り

を
外
せ
ば
一
室
と
な
り
、
ホ
ー
ル
行
事

の
と
き
の
出
演
者
の
控
室
と
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
ス
テ
ー
ジ
と
直
接
続
い
て
い
て
、

舞
台
道
具
や
出
演
者
の
溜
ま
り
に
使
え

る
特
別
研
修
室
が
あ
り
ま
す
。

　
二
階
の
第
三
研
修
室
に
は
移
動
ス
テ

ー
ジ
が
あ
り
、
百
人
く
ら
い
の
集
会
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
壁
に
大
き
な
鏡
を

は
め
込
み
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
な
ど
の

練
習
室
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

生
渥
讐
穰
鐵

　
　
　
　
　
拠
点
燈
藩
雛

　
市
公
民
館
（
本
館
）
は
、
昭
和
四
十

六
年
九
月
に
市
内
で
初
め
て
公
民
館
専

用
の
施
設
と
し
て
、
市
民
会
館
（
ホ
ー

ル
）
と
併
設
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
子
供
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

幅
広
く
学
習
や
文
化
活
動
、
交
流
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
七
た
。

　
そ
の
後
、
公
民
館
の
利
用
は
年
々
高

ま
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
も
非
常
に
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

集
会
室
が
足
り
な
く
て
十
分
に
使
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
え
、
ホ
ー
ル
行
事
の
と
き

に
は
集
会
室
を
控
室
と
し
て
使
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
全
体
の
利
用

だ
け
で
な
く
、
ス
テ
ー
ジ
が
音
楽
、
演

劇
、
舞
踊
な
ど
の
練
習
室
と
し
て
使
わ

れ
、
毎
日
ほ
と
ん
ど
あ
き
が
な
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
数
年
前
か

図取見

〈2階〉

鍵麟

葺
　
1
　
1

繍

□

ス
テ
き
吹
抜
け

灘欝
卵
u

購醗

義室L

磁

〈1階〉

1霜材犠入

　
　
　
　
　
蔑

　
　
　
　
　
難

瓢顯纏

灘
欝

ス
テ
ー
ジ

織L

ら
利
用
団
体
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
さ

ん
か
ら
増
築
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
増
築
に
よ
り
、
市
民
会
館
ホ
ー

ル
も
大
変
使
い
や
す
く
な
り
、
集
会
室

が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
公
民
館
活
動
も

今
ま
で
以
上
に
幅
広
く
活
発
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
増
築
工
事

の
完
成
記
念
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

囹
増
築
記
念
行
事

■
”
月
27
日
出
　
午
後
7
時
～

　
備
品
購
入
資
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

　
サ
ー
ト
「
シ
ル
キ
ー
と
仲
間
達
」

　
▼
入
場
料
　
1
、
0
0
0
円

騒
1
2
月
5
日
㈲
　
午
後
2
時
～

　
第
1
9
回
十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団
定
期

演
奏
会

　
▼
入
場
料
　
5
0
0
円

■
1
2
月
1
1
日
ω
　
①
午
後
2
時

　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
7
時
3
0
分

　
η
月
1
2
日
㈲
　
①
午
後
1
時
3
0
分

　
　
　
　
　
　
　
②
午
後
3
時
3
5
分

　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

　
映
画
「
わ
が
愛
の
譜
－
滝
廉
太
郎
物

語
」
上
映
会

　
▼
入
場
料
一
　
般
　
1
、
2
0
0
円

　
　
　
　
　
中
・
高
生
　
1
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
小
学
生
　
　
7
0
0
円

■
1
2
月
1
9
日
㈲
　
午
後
1
時

　
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
9
3
「
ア
マ
チ
ュ
ア

　
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
▼
入
場
料
　
7
0
0
円

6



　平成5年度上半期（平成5年4月1日～9月30日まで）

水道事業の業務状況をお知らせします。消費税相当分を除

いて表示しています。

■損益計算書

糞　　　畿 収　　　入

科　観 金額侮剛 科　翻 金額綴麗）

営業費用 2億1，621 営業収益 3億1，653

営業外費用 1億0，501 営業外収益 520

小　計 3億2，122

上半期利益 51

合　計 3億2，173 合　計 3億2，173

■貸借対照表

資　　　産 負債および資本

税　團 金額欝剛 ’科　目 金額鱗罵）

固定資産 35億2，417 固定負債 1，227

流動資産 1億8，607 流動負債 1，405

繰延勘定 401 資　本　金 35億3，681

剰　余金 1億5，061

上半期利益 51

合　計 37億1，425 合　計 37億1，425

■給水業務量の状況

匿分i 5集度 遵隼獲
総　　較

増減 騨
給水栓数（戸） 9，188 9，090 98 101．1

給
水
量

総量（m・） 1，878，083 1，953，553 △75，470 96．1

1日最大（m・） 12，770 13，648 △　878 93．6

1日平均（m・） 10，376 10，675 △　299 97．2

お
忘
れ
な
く
1

家
屋
異
動
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
場
合
は
届
出
を

◎
家
屋
を
除
却
し
た
場
合

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
除
却
し

た
場
合
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、

除
却
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
家
屋
の
所
有
者
に

　
　
　
　
　
異
動
が
あ
っ
た
場
合

　
未
登
録
家
屋
（
法
務
局
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
家
屋
）
に
つ
い
て
、
売
買
、

贈
与
、
相
続
等
に
よ
り
所
得
者
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
異
動
の
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
※
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
第
二

係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
m
）
へ
。

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

■
と
　
　
き

ド　　し
内集と
合こ
容・・ろ

探
検
料
理
大
会

12
月
1
1
日
d
ゆ

午
前
9
時
～
午
後
2
時

諏
訪
神
社
周
辺

　
　
　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
中
で
、

食
事
材
料
を
探
し
、
班
ご
と
に
材
料

に
合
わ
せ
た
食
事
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
対
象
小
学
校
1
年
生
～
6
年
生

ま
で
の
先
着
5
0
名
（
親
子
で
の
参
加

も
で
き
ま
す
）

■
持
ち
物
　
1
0
0
円
、
米
1
合
、
雨

具
■
申
し
込
み
　
1
2
月
6
日
㈲
午
後
9
時

ま
で
に
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
学
校

町
1
盈
5
7
i
8
9
1
8
）
へ
。

で
使
わ
れ
て
い
た
、

を
さ
カ
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ば
伺
い
ま
す
の
で
、

の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
部
　
晶
　
o
織
機
の
モ
ー
タ
ー

　
　
ひ
ら

　
○
平
ベ
ル
ト
　
O
V
ベ
ル
ト

　
o
ワ
ッ
ク
ス
（
ベ
ル
ト
の
滑
り
止
め
用
）

■
連
絡
先
　
十
日
町
市
博
物
館
（
奮
5
7

　
1
5
5
3
1
）
へ
。

目
の
織
機
の
部
品
を

　
　
さ
が
し
て
い
ま
す

博
物
館
で
は
、
昭
和
3
0
年
代
こ
ろ
ま

　
　
　
　
　
　
　
昔
の
織
機
の
部
品

　
ご
　
　
　
　
　
ご
一
報
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
か
ら

第
8
回
冒
亜
望
幽
の
蹴
史
灘
噸
0
』

　
　
　
　
　
　
　
農
礪
掘
麗
麺
鞭
闘
顕
韮
蟹
璽
疑
叢
蕎

　
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
「
第
8
回

中
学
生
の
市
史
づ
く
り
参
加
作
品
」
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
82
点
の
応
募
が
あ
り
、

11

月
1
0
日
㈱
審
査
し
た
結
果
、
次
の
皆

さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

■
優
秀
賞
（
1
7
点
）
　
村
山
菜
穂
（
南

　
中
1
年
）
…
祖
父
か
ら
聞
い
た
昔
の

　
話
　
村
山
裕
美
（
南
中
2
年
）
…
父

　
の
小
さ
い
頃
　
尾
身
友
寿
（
吉
田
1

　
年
）
…
真
田
の
年
中
行
事
　
小
海
友

　
美
（
吉
田
3
年
）
…
わ
た
し
た
ち
の

　
地
域
の
歴
史
　
児
玉
綾
子
（
吉
田
3

　
年
）
…
変
わ
り
ゆ
く
土
地
の
歴
史
　
栗

　
林
睦
（
吉
田
3
年
）
…
私
の
家
の
先

　
祖
　
尾
身
知
恵
子
（
吉
田
3
年
）
…

　
は
ぐ
ち
の
五
郎
狐
　
佐
藤
紀
子
（
吉

　
田
3
年
）
…
強
者
ど
も
の
夢
の
跡

　
馬
場
妙
子
（
吉
田
2
年
）
…
昔
の
あ

　
ん
ぼ
と
今
の
あ
ん
ぼ
　
樋
口
裕
子
（
水

　
沢
2
年
）
…
我
が
家
に
伝
わ
る
一
冊

　
の
本
樋
口
夏
樹
・
樋
口
洋
平
（
水

　
沢
2
年
）
…
珠
川
の
歴
史
と
開
拓
に

　
つ
い
て
　
小
野
塚
里
沙
（
十
中
1
年
）

　
…
祖
父
母
達
の
子
供
の
こ
ろ
は
　
山

　
田
亜
紀
子
（
下
条
2
年
）
…
節
季
市

　
に
つ
い
て
　
村
山
め
ぐ
み
（
下
条
2

　
年
）
…
今
の
農
業
と
昔
の
農
業
（
米

　
づ
く
り
）
　
山
田
博
子
（
下
条
1
年
）

　
…
十
日
町
堤
防
が
で
き
る
ま
で
　
岩

　
田
晴
香
（
中
条
2
年
）
…
廃
村
の
歴

　
史
ー
父
の
育
っ
た
美
女
木
村
　
村
山

　
和
弘
（
中
条
2
年
）
…
十
日
町
市
の

移
り
変
わ
り
と
暮
ら
し
の
変
化
（
本

町
4
丁
目
編
）

■
奨
励
賞
（
1
2
点
）
　
高
橋
愛
（
南
中

1
年
）
…
雪
国
十
日
町
の
く
ら
し

山
田
知
子
（
南
中
2
年
）
…
父
母
・

祖
父
た
ち
の
子
ど
も
時
代
　
高
橋
真

友
子
（
南
中
2
年
）
…
こ
の
家
が
で

き
て
か
ら
今
ま
で
に
変
っ
た
事
　
水

落
美
由
紀
（
吉
田
1
年
）
…
河
岸
段

丘
の
上
に
　
涌
井
紀
子
（
吉
田
2
年
）

…
我
が
家
の
歴
史
　
高
橋
一
城
（
十

中
2
年
）
…
信
濃
川
と
中
山
堤
防

小
川
千
香
子
（
下
条
2
年
）
…
私
達

　
の
地
域
　
長
谷
川
さ
ち
（
下
条
2
年
）

…
下
条
の
歴
史
　
山
田
純
子
（
下
条

　
2
年
）
…
新
保
広
大
寺
に
つ
い
て

山
田
梨
枝
子
（
下
条
2
年
）
…
い
ろ

　
ん
な
呼
称
　
水
落
公
美
子
（
下
条
1

年
）
…
祖
父
母
達
の
子
供
時
代
　
小

　
川
透
（
下
条
1
年
）
…
屋
根
裏
の
民

具
■
佳
作
（
1
7
点
）
　
高
橋
真
理
子
・
吉

　
田
真
奈
美
・
池
田
梨
恵
・
西
野
敦
（
南

　
中
1
年
）
羽
鳥
良
子
・
登
坂
麻
衣
子
・

　
南
雲
綾
子
・
長
谷
川
理
恵
（
南
中
2

　
年
）
馬
場
奈
津
子
（
吉
田
2
年
）
高

　
橋
佳
代
・
中
島
雅
也
・
玉
木
和
恵
（
十

　
中
1
年
）
大
島
直
子
（
十
中
2
年
）

　
水
落
友
子
・
小
杉
加
寿
美
（
下
条
2

　
年
）
丸
山
慶
子
（
下
条
1
年
）
阿
部

　
圭
太
（
中
条
2
年
）

7とお’∬夢3　　平成5年11月25日
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冬
の
「
こ
み
収
集
」
に
こ
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
期
収
集
12
月
1
目
～
来
年
3
月
3
1
日

ごみ収集が休みになる地域

　
今
冬
の
ご
み
収
集
も
一
部
の
地
域
を

除
い
て
、
夏
期
の
収
集
計
画
ど
お
り
に

行
い
ま
す
。
収
集
日
が
変
更
に
な
る
地

域
・
収
集
が
休
み
に
な
る
地
域
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
冬
期
間
は
、
降
雪
の

状
況
に
よ
っ
て
一
時
的
に
収
集
が
不
可

能
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
衛
生
施
設
組
合
（
盈

　
5
2
－
3
9
2
4
）
へ
。

灘
麟
織

懸
　
　
蒙
　
　
難
　
　
載

＋
日
町
川
治
・

六
箇
・
吉
田

津
池
・
菅
沼
・
大
池
・
赤
倉
・
椌
木
・
長
里
・

落
之
水
・
船
坂
・
塩
ノ
又
・
中
手
・
中
平

中
　
　
条

嘉
勝
・
池
谷
・
蕨
平
・
東
枯
木
又
・
西
枯
木
又
・

三
ツ
山
・
上
田
原
・
宇
田
ヶ
沢
・
山
新
田
・
中

条
菅
沼
・
小
貫

下
　
　
条

慶
地
・
二
子
・
願
入
・
塩
野

水
　
　
沢

池
ノ
尻
・
漆
島
・
池
沢
・
野
中
・
鍬
柄
沢
・
当

間
・
大
石
・
南
雲
・
中
在
家
・
珠
川

降
雪
・
道
路
状
況
に
よ
り
、
収
集
車
が
通
行
で
き
、
か
つ
収
集

車
一
台
分
く
ら
い
の
量
に
な
る
と
き
は
、
衛
生
組
合
長
さ
ん
を

通
じ
て
衛
生
施
設
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収集日が変更になる地域

欝蒙灘載
燃灘婆馨霧 燃難難麓矯

嚢翻 饗類 菱鰯 難期

名ヶ山・鉢
（バス回転場まで）

水・土 水・土 月
第3

月

漉野・平・仙之山

（ただし県道まで持出す）
水

第2・4

水

第2・4

木
休

燃羅鞍縢謬霧鰭

麓繊灘織
霧谷埋立地は降雪がありしだい閉鎖します。燃えないごみは

高城沢です。（午前8時30分～午後4時30分　日・祝日は休み）

嬢蒙鰯黙始iの

譲懸鞭集
◆年末＝12月30日㈲まで収集をします。

◆年始＝1月4日（火》から収集を始めます。

旱くもボルトや番線が！

～ごみの分別をしっかりと～

　新焼却場が10月1日から稼動いた

しましたが、早くもボルトや番線、

空ビン・缶類の不燃物が混入し、焼

却作業に大変苦慮しています。分別

の悪い物は、炉の故障の原因となる

ため収集できませんので注意してく

ださい。

　焼却場には1日150台～200台もの

一般ごみ搬入車が来ます。この車を

1台1台十日町市と川西町に区別
し、計量するため時間がかかります。

年末年始には特に混み合いますので、

できるだけごみの減量化に努力し、

ごみステーションに出すようにご協

力をお願いします。

新焼却場へのごみの持ち込み

非
常
0

シ
舶
ッ
タ
融

枯号凝
　　、ロ1

計
量
室

ト
刃
（
計
榊
■

D
窃Pスト

油圧櫓窒

、”←一可修組繍石膿・
可伝　夫ご冴

可　，、｝

㌧
み
ご
　
　
　
ド
リ

←ダコじコグ駒！双

，台古奮
ド￥
7　牧褒1瞬用ロ
．く

7．僻集餌m口

シヤリワー

出　ロ

9
盈
▼
6
？
盈
▼
6
？
ム
▼
6
9
▲
妻
6
？
盈
▼
6
9
盈
▼
6

ほくほく線アラカルト⑤

ミニ新幹線と

スーパー特急

（地域開発室）

　
　
ミ
ニ
新
幹
線
と
ス
ー
パ
ー
特
急
の

　
大
き
な
違
い
は
、
列
車
が
走
る
レ
ー

　
ル
幅
の
違
い
で
す
。

　
　
ミ
ニ
新
幹
線
が
走
る
レ
ー
ル
の
幅

　
ま
、
在
来
線
を
広
げ
、
通
常
の
新
幹

　
線
（
上
越
新
幹
線
な
ど
）
と
同
じ
幅

　
に
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
広
軌
と
い

　
い
ま
す
。

　
　
ス
ー
ノ
ー
特
急
が
走
る
レ
ー
ル
の

　
幅
は
、
在
来
線
と
同
じ
で
こ
れ
を
狭

　
軌
と
い
い
ま
す
。

　
　
ど
ち
ら
も
車
両
の
大
き
さ
は
在
来

　
線
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
レ
ー

　
ル
幅
の
違
い
に
よ
り
ミ
ニ
新
幹
線
と

　
ス
ー
パ
ー
特
急
は
次
の
よ
う
な
特
徴

　
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
★
ミ
ニ
新
幹
線

　
▼
在
来
線
か
ら
通
常
の
新
幹
線
ホ
ー

　
ム
に
直
接
乗
り
入
れ
が
で
き
、
乗
り

　
継
ぎ
の
必
要
時
間
が
解
消
さ
れ
る
。

　
逆
に
従
来
の
在
来
線
（
狭
軌
）
と
は
、

　
乗
り
継
ぎ
が
必
要
に
な
る
。

　
▼
在
来
線
（
広
軌
）
の
区
間
は
、
踏

　
切
や
カ
ー
ブ
が
多
く
残
り
、
路
盤
も

叢楽線の癒難総　　　　　雀架線
　　　　　　　　　麟緯滋新韓線》

　猿戦聯線

墜矧麟欝欝
繁魚網線灘聞鞍鯵

通常の獅欝線

繍懸藩，麗霞随　　　謝　　　懸　　　　　　　轍　　　隆
　　　　雪．鰯痢鶴　　　　　馨．鰯鵬

i戴繭纐i薩薬線攣繍謬躍繊　　　i馨耐ま荘楽線

藤撫峯痴融鶏盤な繍ま獅斡　　赫漆鎌
線鏡総．　　　　　　　　　　　　。

1．聡5鵬

在
来
線
の
ま
ま
の
た
め
、
最
高
時
速

1
3
0
㎞
／
h
し
か
出
せ
な
い
。

★
ス
ー
パ
ー
特
急

▼
路
盤
や
線
形
を
高
規
格
に
し
て
最

高
時
速
1
6
0
～
2
0
0
㎞
／
h
の

高
速
運
転
を
行
う
。

▼
新
幹
線
ホ
ー
ム
ヘ
の
直
接
乗
り
入

れ
が
で
き
な
い
た
め
、
乗
り
継
ぎ
が

必
要
と
な
る
。

◎
ほ
く
ほ
く
線
は
、
全
線
5
9
・
4
㎞

の
う
ち
、
踏
切
2
か
所
、
犀
潟
、
十

日
町
、
六
日
町
付
近
以
外
は
直
線
区

間
が
多
く
、
盛
土
や
高
架
で
設
計
さ

れ
て
い
る
た
め
、
ス
ー
パ
i
特
急
を

ー
ー
i
ー
ー
i
握
諺
錘
籍
」
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県推奨優罠品の認定審査

　■申請資格　県内に事業の本拠がある製

　　造や販売業者の方で、製造・販売につ

　　いて許可や認可を必要とするものは、

　　その許可や認可を得ている必要があり

　　ます。

　■対象晶　加工食品、繊維製品、家具装

　　備品、金属製品や観光土産品で、次の

　　いずれにも該当するもの。

　　①製造、加工の最終工程が県内で施工

　　されたもの②他の特許品、登録品の模

　　倣品でないもの③認定を受けるために

　　特別に調整したものでないもの。

　■本審査　平成6年2月3日休）

　■申請期限　12月28日㈹
　■問い合わせ　商工観光課（智内線234）へ。

、　　交通遺児等への
　　　育成資金貸付け
　■対象者　自動車事故で一家の働き手が

　　亡くなられたり、重度の後遺障害など

　　で生活に困っている家族の中学卒業ま

　　での遺児等です。

　■貸付額　〉一時金：14万6千円レ月々

　　の額：1万8千円》支度金（入学時）二

　　4万1千円……無利子
　■貸付年齢　0歳から中学卒業まで。

　■返済期間　中学卒業から1年措え置い

　　た後20年以内です。

　■問い合わせ　自動車事故対策センター

　　　　　　　ノ　　新潟主管支所（智025－283－1141）へ。

地区 醍　　黍　　懸 電議番激 ひとり2冊以内で、2週間までです。

ロ通年貸出文庫
水沢
新宮2 村山千玄さん宅． 58－2735

珠川1 馬場小珠田分校 58－3816 地区 配　　本　　所 電話番号

川治 北新田3 樋口義一さん宅 57－1078

水沢

姿　2 公民館姿分館（グリーンセンター）
58－3324
（保坂　厳）

中条 四日町2 滝沢正一さん宅 57－0593 土市2 水沢保育所 58－2103

飛渡

新水 飛渡第一小学校 59－2077 馬場1 平　　成　　園 58－3924

山新田 〃第二小学校 59－2139
川治
塚原町 十日町保健所 57－2400

東枯木又 山田房吉さん宅 59－2323 池之平 八箇保育園 57－0062
西枯木又 春川善七さん宅 59－2216

十日町
下川原町 西保育所 57－0338

吉田

稲　葉 丸山孝一さん宅 57－1865 津　池 公民館津池分館 52－4038（小林好一）

鉢　2 真田小学校 52－4001 中条 北　原 北原保育所 52－3339

名ケ山 名ヶ山小学校 52－2928
下条
漉　野 東下組保育園 55－2119

下条

上新田1 堀　義一さん宅 56－2765 中央通り 三　　好　　園 56－2106

漉　野 東下組小学校 55－2532

吉田

山　谷 藤巻　功さん宅 52－3047

願　入 願入冬期分校 56－2147（水落満長）
高　島 涌井コンクリート 57－4914

十日町 赤倉 赤倉小学校 57－5705 鉢 鉢保育　園 52－5544

　　　貸出文庫をこ利用ください
　　　　　　　　　　　　今年も次のところで貸出文庫を開設し
■冬期貸出文庫　　　　（12月～3月）　ていますので、ご利用ください。貸出は

　　　　　　　　　　　ひとり2冊以内で、2週間までです。

　　　　　　　　　　　ロ通年貸出文庫

■問い合わせ　十日町市公民館（智57－5011）へ。

犯罪のない町，困つている人に愛の手を

■「戸締り、施錠、自転車にかぎかけなど、あたりまえのことを守

　って犯罪のない明るい町づくり」

■「ひとり暮らしや家庭問題で大変困っ

　ていることは、他人のことでも近く

　の民生・児童委員に伝えましょう」

　　～社会福祉事務所から～
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で
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糊
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轟
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1
8
人
と
な
っ
て
い
ま
す
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】
非
行
少
年
が
大
幅
に
減
少
　
　
　
　
　
■
シ
ン
ナ
ー
遊
び
が
激
増

新
潟
県
全
体
で
は
、
3
年
連
続
減
　
　
　
平
成
3
年
に
1
人
だ
っ
た
シ
ン
ナ

ツ
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
十
日
町
警
　
　
－
吸
引
少
年
が
、
平
成
4
年
に
6
人

宗
署
管
内
で
は
、
平
成
3
年
に
m
人
　
　
と
シ
ン
ナ
ー
や
接
着
剤
の
乱
用
に
よ

（
対
前
年
比
84
・
4
％
増
）
で
大
幅
　
　
り
、
補
導
さ
れ
る
少
年
の
数
が
著
し

』
増
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
　
　
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ナ
ー
遊

硅
年
に
は
64
人
（
対
前
年
比
84
・
4
　
　
び
は
非
常
に
危
険
が
あ
る
と
同
時
に
、

ん
減
）
と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
　
　
未
成
年
者
の
喫
煙
、
飲
酒
と
と
も
に
、

て
の
内
、
刑
法
犯
少
年
は
5
7
人
（
対
　
　
非
行
に
つ
な
が
る
大
き
な
要
因
に
な

剛
年
比
5
0
・
4
％
減
）
で
、
特
別
法
　
　
っ
て
い
ま
す
。
健
全
な
青
少
年
を
育

偲
少
年
は
7
人
（
鵬
・
3
％
増
）
と
　
　
て
る
た
め
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

石
増
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
め
ま
し
ょ
う
。

】
窃
盗
の
大
半
が
万
引
き
　
　
　
　
　
　
刑
法
犯
…
刑
法
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪

刑
法
犯
少
年
の
大
部
分
は
窃
盗
で
　
　
で
、
窃
盗
、
暴
行
、
傷
害
な
ど
で
す
。

舶
人
（
対
前
年
比
52
・
2
％
減
）
と
　
　
特
別
法
犯
…
覚
せ
い
剤
取
締
法
違

刑
法
犯
全
体
の
7
5
・
4
％
を
占
め
て
　
　
反
、
軽
犯
罪
法
、
風
俗
営
法
違
反
な

い
ま
す
。
4
3
人
の
う
ち
、
万
引
き
で
　
　
ど
で
す
。

〈
十
日
町
警
察
署
管
内
の
少
年
補
導
状
況
〉
0
は
女
子
内
数
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☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆市役所は盈57－3111・・・…睡璽嚢嚢嚢嚢轟翻・・・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

i　I

鞍窟鰍熈ゑ
團地域福祉基金へ＝197，765，990円

（11月15日現在）囹金沢輝吉（幸町・

50万円）村山正策（為永・30万円…

香典返し）村竹正昭（諏訪町・5万

円…香典返し）高橋イト子（西本町

1・10万円）

囹平和基金へ＝9，937，000円（11月15

日現在）原水爆禁止十日町市協議会

（100万円）

幽交通遺児等援助基金へ＝12，612，

550円（11月19日現在）十日町高校定

時制生徒会（42，007円）水落栄子（大

石・5，000円）

囹社会福祉事業へ＝岡村建治（北新

田2・1，000円）林（山本・1万円）

㈱フジミック新潟（25，750円）県信

用組合十日町支店（22，306円）群馬

県人会（5，000円）

囹平成園へ二丸山春平（珠川3・あ

んま機1台）水沢地区老人クラブ連

合会（3，700円）水沢地区ゲートボー

ル連盟（1，100円）

囹なかさわ作業所へ＝高橋イト子（西

本町1・5万円）

團北海道南西沖地震義援金二水沢地

区公民館・水沢地区社会福祉会（20，

871円）匿名（1，460円）

團雲仙普賢岳義援金＝市民生協にい

がた十日町運営委員会（3万円…ふ

れあいバザール）

囹公民館建設資金＝十日町ユーモア

クラブ（代表半間正・7万円）

囹公民館へ＝上村ヨキ（泉町）田中

造園（稲荷町4）

囹公民館図書室へ＝柳照雄（高田町

3東）渡辺成雄（美雪町1・2）桑原昭

夫（桜木町）樋口恵美子（田中町本

通り）池田藤吉（袋町中）山田幸市

（千歳町）山岸チト（本町6－3）

上村ヨキ（泉町）内田玲子（神奈川

県小田原市）服部救（愛知県常滑市）

農協祭のチャリテイー
　　　　　収益金を寄付

　J　A十日町と農協婦人部は、10月

30日・31日に行った農協祭でのチャ

リティー収益金251，815円を11月12日

に市に寄付しました。市ではこの収

益金をレつくし園：91，815円、〉つ

つじ工房二8万円、〉なかさわ作業

所二8万円それぞれ贈ることにしま

した。また、県生命共済組合からの

カーブミラー17基（57万円相当）を

あわせて寄贈しました。

藁しもうスポーツ・つくるう健康 体育課（総合体育館内奮52－4377）

新雪ジョギング
　　　　マラソン大会

■と　き　平成6年1月2日（日）

　〉受付二午前8時30分～〉開会

式：10時～レスタート：11時（ハ

ーフ、10km）、11時10分（5km、3

km）

■ところ　十日町中学校体育館

■コース　十日町中学校発着

　〉ハーフ（21．0975km）二国道252折

　り返し〉10km二北原丁字路折り返

　し〉5km二中条上町十字路折り返

　しレ3km二五軒新田折り返し

■参加費　一般：2，000円、高校生以

下二1，000円（申し込み時納入）

■申し込み　12月19日（日）までに申込

用紙に必要事項を記入し、参加費

を添えて直接または郵送（現金書

留）で大久保善雄（新座1・貿57

－8638）へ。

ジュニアサッカー教室

■と　き　12月5日・12日・19日、

　1月9日・16日・23日・30日、2

月6日・13日・27日の各日曜日で

午前9時30分～正午まで。

■ところ　総合体育館屋内運動場

■参加資格　小・中学生（男女は問

いません）

■参加費　1，000円（保険料含む）

■持ち物　ボール、シューズ、着替

えを各自で用意してください。

■申し込み　11月30日（幻までに、サ

　ッカー協会事務局庭野和浩（江道・

盈57－8357）へ。当日も受け付け

　ます。

q亘亘）おもなスポーツ行事予定

期鷺 行事名 会場 艶催・叢管
1～5
㈱（日）
ナガセケンコー杯
ソフトテニス大会

総合体育館
ソフトテ
ニス連盟

5・12
19・26

ジュニアサッカー
教　　　　　　室

〃
サッカー
協　　会

12（日）
十日町テニス選手権大

会（女子シングルス）
〃 テニス協会

19（日）

卓球講習会 〃 卓球協会

屋外体育施設閉場
　屋外体育施設は、11月30日㈹をも

って閉場します。なお、降雪等によ

り閉場時期が早まることがあります

ので、ご了承ください。
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相談コーナー
①交通事取相談　　12月13日㈲

②定例行政相談　　12月10日働

③巡回内職相談　　12月17日働

　時間＝午前10時～午後3時

④高齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時まで。

　会場二高齢者職業相談室

　子ども「映写会』

　～少年育成センター～

　　　　　　　　ロ　少年育成センターでは、毎月第2

土曜日を「子ども映写会の日」と定

め、幼児・小学生を対象に無料映写

会を開いています。

■と　き　12月11日（±）午前10時上映

■ところ　勤労青少年ホーム

■上映フィルム　劇映画「八重ちゃ

　んのフライパン日記（54分）」

　アニメ「こぎつねのおくりもの（30

　分）」

■問い合わせ　少年育成センター（勤

　労青少年ホーム内　学校町1盈57

　－8918）へ。
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馳膨暢琶甑蟄
㊨十日町観光情報　盈57－0500

　十日町雪まつり情報

◎くらしのダイヤル盈025－285－7000

　12／6～13カルシウム添加食品のテ

　　　　　スト結果について

　12／13～20注文していないのに送

　　　　　られてきた歯ブラシ

　12／20～27食品の賞味期間につい

　　　　　て
　12／27～1／4お酒の上手な飲み方

⑫健康テレホン　　盈52－6015
　（夕方5時～翌朝8時30分）

　12／1～15薬の正しい使い方

　12／16～31アトピー性皮膚炎

ぜ作業停電
東北電力㈱十日町営業所君52－3107

■12月1日㈱　午前9時30分～午後

　0時30分／椌木の一部

■12月9日㈱　午前9時30分～午後

　0時30分／願入

どんぐり「おはなしのへや』

　　～ふゆのまき～
　読み聞かせの会「どんぐり」では、

おはなしのへやを開きます。

■と　き　12月11日ω午後3時～

■ところ　十日町市公民館

■内　容　絵本、パネルシアター、

　ゲームほか。

■問い合わせ　十日町市公民館（盈

　57－5011）へ。

おもちゃ図書館
　100種類を超えるおもちゃで、遊び

の楽しさを教えてみませんか。

■と　き　12月2日、16日の木曜日

　午前9時30分～11時30分

闇ところ　勤労青少年ホーム

巳問い合わせ　社会福祉事務所福祉

　係（智内線135）へ。

第4回芸術協会
　チャリティー展覧会

■と　き

　12月4日㈹午前9時～午後9時

　　　5日（日）午前9時～午後5時

■ところ　十日町市公民館市民ギャ

　ラリー

■作　品　日本画、洋画、版画、前

　衛、彫塑、工芸、書道、写真

■問い合わせ　十日町市公民館（智

　57－5011）へ。
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品　　　名 規　格 希望価格

タイヤ（ホイール付） 10インチ4本
新品同様 2万円

カ　　　メ　　ラ イオス10
レンズ2本付 6万円

50　cc　ノ｛　イ　ク ヤマハKZR
スポーツタイプ 相談で

籾　乾　燥　機 10俵入 〃

〃
カネコ

8石用
〃

スノータイヤ
軽自動車用

4　本
〃

台　ば　か　り 50kg用 〃

コンプレッサー 動力3相 〃

日　本　人　形 鏡獅子 〃

天体望遠鏡
キンコー
ムーンライトII 2万5千円

婦人用自転車 4段階変速
子供シート付 1万5千円

電子レンジ
シャープ
新　品 1万円

　　　　ゆ小型コピー機 2～3万円

オ　ル　ガ　　ン
カワイ

足踏み式 無　料

女子用自転車
小学4～
5年生用

〃

フランスベッド 2　組
引き出し付

3万円位

ラジアルタイヤ アルト純正
ホイール付4本

2万円位

医療用エアーマット 5万円位

女子用自転車
小学3～5年生用

　ピンタ 2千円

女子用自転車
小学3～4年生用

　赤
〃

スノータイヤ（ホイール付〉 ホンダトゥデイ用

　4　本
2万円位

ゆぜ③驚くださ義・⇔“一

大　　正
豪
一
7

相談で

ポータブルミシン 〃

車　　い す 〃

応援セッ ト 〃

石油ストーブ 〃

標準型学生服
トンボかカンコー

身長180cm
〃

エレキギター 安価で

乳　　母 車 相談で

ノルディックスキー スケーティング用 〃

無料法律相談
　弁護士による法律相談を行います。

法律関係の問題でお悩みの方は、お

気軽にご利用ください。

■と　き　12月9日㈲、22日㈱の午

　後1時30分～
■ところ　市役所市民相談室

■相談員　9日：高橋賢一弁護士

　　　　22日：小林　彰弁護士

■申し込み　電話で市民課（奮内線

　153）へ予約してください。多数の

　場合は先着順となります。
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12月の健康相談

　　　むし歯のないよい歯の子

　　　10月の3歳児健診を受けた子38名
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〈エアロビックな運動とフィットネスNα2〉

『毛細血管を活発にし

からだの中の脂肪を減らそう』

　からだ中にくまなく張りめぐらされている毛細

血管は細胞の一つひとつに必要な酸素や栄養を配

ったり、細胞活動の老廃物や炭酸ガスを運ぶ働き

をします。「エアロビックな運動」をすると、多量

の血液がからだ中をかけめぐり、毛細血管の活動

が活発になります。1年も続けていると30～50倍

にも増えると言われています。

　運動不足な生活が長い年月つづぐζ、毛細血管が退化して酸素が行き届

かないところが出てき、そこに脂肪がたくわえられ肥満が始まります。エ

アロビックな運動を3か月～1年くらい続けると、新しい毛細血管がつく

られて脂肪の中に割り込み、脂肪が血液の酸素と酸化して血液に運ばれ、

必要なエネルギーとして使われます。ごれが効果的にからだの脂肪を減ら

すしくみです。腹の脂肪を減らしたいと思っても、からだの特定の部分だ

けを減らすのはむずかしく、「エアロビックな運動」を続けることで、から

だ全体の脂肪を減らすことができます。

「高齢者よい歯のコンクール』で優秀賞を受賞

庭野周作さん
　（袋町中・77歳）

　庭野さんは、平成5年度高齢者よい歯のコンク

ールで優秀賞を受賞し、10月7日新津市で開かれ

た第15回新潟県歯科保健大会で表彰されました。

　70歳代の平均歯数8本という中、庭野さんは現

在自分の歯が25本。歯ぐきをひきしめるために、

毎日塩で歯をみがいています。食べ物をとても大

事にし、好き嫌いなく何でも食べ、小魚はもちろ

んのこと鮎なども骨ごと食べ、歯を昔から大切に

しています。

彰）献血車㊥
◆全血成分併用

受付時問　午前10時～正午

　　　　　午後1時～3時
　6日（月）総合庁舎

◆成分献血

受付時間　午前10時～11時

　　　　　午後1時～3時
　13日（月）十日町市役所

　　　※成分献血は事前に

　　　保健衛生課に申し込

　　　みください。所要時

　　　間は約60分です。

光
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（下条中央通り）

（大黒沢東）

（伊達2）
（大黒沢東）
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◆5日（日）

　　大坪医院（四日町新田1）盈57－6100

　　上村病院（中里村）暦63－2111
◆12日（日）

　　池田医院（本町西1）紐52－2581
　　津南病院（津南町）a65－3161
◆19日（日）

　　中条病院（北原）盈57－3018
◆23日休）天皇誕生日

　　大熊内科医院（山本町1）智52－7066
◆26日（日）

　　山口医院（袋町中）智52－2174
◆29日㈱

　　山ロ医院（下条中央通り）a55－2003
◆30日休）

　　大島医院（川原町）費52－2957
◆31日㈹

　　富田医院（神明町）費52－3269
　　第二藤巻医院（川西町）a68－2018
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